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　東日本大震災以後の日本の混乱と復興を経験している中で、世の中には甚大な被害をもたらす自然災害や技術災
害、更にはエネルギー政策の変更など数多くのリスクが存在し、その危険性は増大しており、それに対するレジリ
エンス（回復力）のある技術社会の構築が必要であると感じている。
　日本政府は、9月14日「革新的エネルギー・環境戦略」の報告を行った。その中で、新しい戦略は、省エネルギー・
再生可能エネルギーといったグリーンエネルギーを最大限に引き上げることを通じて、原発依存度を減らし化石燃
料依存度を抑制することを基本方針とし、これまでの広く多様な国民的議論を踏まえ、次の３本柱を掲げている。
第１の柱は「原発に依存しない社会の一日も早い実現」。第２の柱が「グリーンエネルギー革命の実現」。第３の柱
は「エネルギーの安定供給」。
　第１の柱については、第２の柱と第３の柱が支え切れるかどうか、レジリエントな社会にとって頼れる柱になり
うるのかも含めて今後多くの論議を呼ぶと思われる。しかしながら、第２の柱である「グリーンエネルギー革命の
実現」については、世界のこれからのエネルギー問題の上で重要なミッションであるということは異論が無いと思
う。この大きなミッションを実現するためには、日本で開発されたプロジェクト＆プログラムマネジメント（P２
M）の適用が有効である。これは2001年に経産省の支援で開発され、その特色は、戦略にリンクした「イノベーショ
ン」の実行管理である。イノベーションは、難題が多いので、企業にはそのミッション活動をうまく管理できる人
材は少ない。なぜなら、曖昧性の高いミッションは「多義性」、「複雑性」、「拡張性」、「不確実性」を含むからであ
る。この曖昧なミッションを出来るだけ形式化して、マネジメントを可能にする方法が、P２Mである。（詳細は、
国際P２M学会および日本プロジェクトマネジメント協会のホームページをご覧ください）
　政府の第２の柱の方針の中に、給湯や家庭用燃料電池の高効率化を図るとともに、導入促進策を強化することが
挙げられている。特に家庭用燃料電池は、家庭が分散型発電所になるためにも重要であり、2020年時点で140万台、
2030年時点で530万台の導入を目指すとしている。その場合、自立稼働型レジリエンスな燃料電池の普及が求めら
れると思われる。外部から供給され都市ガスや商用電源で稼働しながら、緊急時に貯蔵した液体燃料（灯油、バイ
オマスエタノール）を瞬時に利用するできるレジリエンスな自立型燃料電池技術の開発が必要である。
　一方、再生可能エネルギーに関しては、2010年1,100億キロワット時から、2030年までに３千億キロワット時以上
の開発を実現するとしている。そして、地域主導の導入加速化を掲げ、地域が主導する地域の特性を踏まえた再生
可能エネルギーの導入加速化を支援するとしている。その際にはエネルギーインフラの整備とまちづくりを一体で
進めていくとしている。燃料電池に関して言えば、「廃棄バイオマス（稲わら、食品廃棄物）からのエタノールの
製造とそれを用いた自立分散型燃料電池システムの普及」が求められるのではないかというのが筆者の予測である。
　エネルギーの安定供給については、国内の自然エネルギーでは不十分であることは、明らかであり、海外から自
然エネルギーが輸入できる技術的な体制の確立が求められると思われる。また、日本で開発中の安全性を重視した
設計の高温工学試験研究炉の継続的な研究も必要である。海外の太陽エネルギー、風力エネルギー、原子力エネル
ギーを安定なアンモニアや水素および水素化合物に変換して化学エネルギーとして輸入する技術的な方法の確立な
ども検討されており、今後多くの大学と産業界とで国家規模でプログラム化して研究開発プロジェクトが進められ
ることを期待している。
　技術やそれを使う人材や社会構造はすぐには生まれない。日頃から様々な可能性を研究し技術を鍛え、人材を育
成していく必要がある。このことはレジリエンスな技術社会のためには必要なことである。そのためには、学会分
野でもオープンイノベーションが必要であり、水素プラットフォームの構築のために燃料電池開発情報センター

（FCDIC）と水素エネルギー協会そして国際P２M学会との連携が必要であると思う。
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